
①
労
働
条
件
改
善
ア
ン
ケ
ー
ト

・
労
働
条
件
改
善
に
向
け
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
お
こ
な
っ
た
が
、
五
〇
〇
人

分
し
か
集
ま
っ
て
い
な
い
。
早
急
に
提

出
を
。
こ
の
職
場
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に

要
求
の
素
案
を
作
成
し
て
い
く
。

・
現
在
、
貨
物
会
社
の
賃
下
げ
反
対
の

署
名
を
取
り
組
ん
で
い
る
。
他
労
組
に

も
呼
び
か
け
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
集

約
を
し
て
ほ
し
い
。

・
第
27
回
定
期
大
会
で
『
労
働
協
約
改

定
要
求
』
を
機
関
確
認
し
団
体
交
渉
を

開
催
し
改
善
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く

②
グ
ル
ー
プ
会
社
に
お
け
る
国
労
運
動

の
展
開
・
強
化
に
向
け
て

・
乗
務
員
以
外
の
全
て
の
職
場
で
委
託
・

外
注
化
が
実
施
さ
れ
た
。

グ
ル
ー
プ
会
社
と
の
間
で
『
労
使
間
の

取
り
扱
い
に
関
す
る
協
約
』
の
締
結
を

め
ざ
す
。

③
組
織
強
化･

拡
大
に
つ
い
て

・
組
織
拡
大
と
労
働
条
件
改
善
は
、
車

の
両
輪
。
緊
急
の
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
り
、
い
か
に
組
織
拡
大
へ
つ
な
げ
ら

れ
る
か
は
職
場
の
取
り
組
み
に
か
か
っ

て
い
る
。

地
本
内
で
一
〇
〇
名
の
エ
ル
ダ
ー
社

員
が
い
る
。
今
年
か
ら
エ
ル
ダ
ー
社
員

の
退
職
が
は
じ
ま
る
。
Ｊｰ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
紺

野
一
征
さ
ん
が
エ
ル
ダ
ー
を
終
了
し
て

も
属
託
と
し
て
国
労
へ
の
継
続
加
入
を

し
て
い
る
。
仙
総
支
部
で
は
、
エ
ル
ダ
ー

職
場
の
要
求
の
集
約
を
行
い
、
地
本
へ

上
げ
て
き
て
い
る
。
今
後
、
各
執
行
委

員
が
各
会
社
へ
挨
拶
を
し
て
み
て
は
ど

う
か
と
い
う
計
画
が
あ
る
。

◆
Ｊ
Ｒ
貨
物
東
北
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク

（
江
刺
家
さ
ん
）

・
Ｊ
Ｒ
貨
物
東
北
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に

配
属
さ
れ
4
年
に
な
る
。
エ
ル
ダ
ー
制

度
が
導
入
さ
れ
る
中
で
家
族
の
介
護
が

必
要
な
人
等
に
つ
い
て
は
考
え
る
と
な
っ

て
い
る
の
に
、
会
社
は
調
べ
も
し
な
い
。

分
か
っ
て
い
て
も
改
善
し
な
い
。
あ
と

1
年
で
退
職
と
な
る
。
会
社
の
や
り
得

を
許
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
更
な

る
取
り
組
み
の
強
化
を
。

・
休
日
数
が
５
年
間
で
一
〇
〇
日
も
違

う
の
に
賃
金
は
同
じ
。
４
年
間
の
中
で

部
分
的
に
は
改
善
さ
れ
た
が
、
抜
本
的

な
改
善
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
出
向
先

に
組
合
を
。

・
出
向
先
の
格
差
を
な
く
し
て
ほ
し
い
。

・
会
議
の
通
知
が
届
い
て
い
な
い
組
合

員
も
い
る
の
で
、
一
人
一
人
に
郵
送
を

し
て
ほ
し
い
。

・
国
労
と
し
て
原
発
反
対
と
い
う
の
な

ら
、
地
本
と
し
て
も
行
っ
て
は
ど
う
か
。

◆
東
北
総
合
サ
ー
ビ
ス
（
庄
司
さ
ん
）

・
郡
山
か
ら
仙
台
へ
戻
る
こ
と
が
で
き

た
。
業
務
内
容
は
、
本
来
の
業
務
同
じ
。

今
年
4
月
に
プ
ロ
パ
ー
社
員
が
採
用
さ

れ
た
。
プ
ロ
パ
ー
社
員
は
低
賃
金
、
手

当
も
出
な
い
等
、
様
々
な
問
題
が
多
い
。

・
連
休
が
取
れ
な
い
。

◆
Ｊ
Ｒ
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
仙
台

整
備

セ
ン
タ
ー

（
安
斉
さ
ん
）

・
今
年
の
2
月
か
ら
新
幹
線
の
清
掃
を

し
て
い
る
。
今
年
、
一
〇
〇
％
Ｊ
Ｒ
東

の
子
会
社
に
な
っ
た
。

・
は
や
ぶ
さ
検
修
で
の
し
わ
寄
せ
が
協

力
会
社
へ
来
て
い
る
。

・
３
ヶ
月
た
ち
、
朝
が
た
手
が
な
か
な

か
開
か
な
い
。
病
院
に
行
っ
た
ら
軽
い

腱
鞘
炎
と
言
わ
れ
た
。
今
後
労
災
も
考

え
る
。

◆
仙
健
工
業

検
修

・
検
修
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
30
歳
く

ら
い
の
人
を
中
心
に
請
負
業
者
を
指
導

し
て
い
る
。
け
が･

事
故
が
多
く
な
っ
て

い
る
。

・
Ｊ
Ｒ
の
幹
部
が
エ
ル
ダ
ー
で
は
な
く

社
員
と
し
て
働
い
て
い
る
。

◆
東
北
鉄
道
運
輸
新
幹
線
営
業
所

（
阿
部
さ
ん
）

・
４
人
の
社
員
。
所
長
が
退
職
し
た
が
、

１
年
契
約
で
残
っ
て
い
る
。

・
社
員
は
定
年
は
63
歳
で
二
年
間
は
シ

ニ
ア
社
員
と
し
て
残
れ
る
。

・
昨
年
、
会
社
の
収
入
が
良
好
で
、
全

社
員
が
1
ラ
ン
ク
あ
が
っ
た
。

・
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
手
当
、
エ
ル
ダ
ー

社
員
に
は
出
な
い
。

◆
東
北
工
機
整
備
（
三
品
さ
ん
）

・
守
衛
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
搬
、
中

央
倉
庫
の
受
け
入
れ
を
し
て
い
る
。
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
の
事
故
が
多
く
、
担
当
者
は

大
変
だ
。

◆
Ｊ
Ｒ
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
仙
台

メ
ン

テ
ナ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
（
増
子
さ
ん
）

・
昨
年
６
月
か
ら
エ
ル
ダ
ー
社
員
に
な
っ
た
。

・
小
出
庫
で
働
い
て
い
る
が
、
当
初
、

新
幹
線
の
部
品
名
が
わ
か
ら
ず
大
変
だ
っ
た
。

・
高
卒
で
昨
年
８
名
、
今
年
８
名
の
採

用
者
が
あ
り
、
こ
の
方
は
は
す
ぐ
に
正

社
員
に
な
る
が
、
中
途
採
用
の
２
人
は

３
ヶ
月
使
用
期
間
（
時
給
七
五
〇
円
）
、

次
に
準
社
員
で
１
年
、
そ
し
て
正
社
員

の
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
賃
金
が
一
万
円
上
が
る
の
に
10
年
か

か
る
。

・
組
合
は
あ
る
。
組
合
費
は
一
〇
〇
〇

円
、
組
合
と
し
て
何
も
し
て
い
な
い
。

○
宮
城
県
支
部

・
こ
れ
ま
で
エ
ル
ダ
ー
交
流
会
を
４
回

開
催
し
て
き
た
。
会
社
が
労
基
法
に
違

反
し
て
い
な
い
の
か
点
検
摘
発
に
取
り

組
み
、
各
会
社
と
交
渉
が
で
き
る
場
を

つ
く
り
た
い
。

・
７
月
６
日
に
エ
ル
ダ
ー
交
流
会
を
予

定
し
て
い
る
。

○
福
島
県
支
部

・
エ
ル
ダ
ー
社
員
と
の
へ
だ
だ
り
が
あ

る
よ
う
だ
。
色
々
話
を
聞
く
た
め
に
は

足
を
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
仙
総
支
部

・
各
分
会
で
エ
ル
ダ
ー
担
当
を
設
置
し
、

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
別
に
作
成
し

て
エ
ル
ダ
ー
職
場
の
実
態
の
問
題
点
を

要
求
と
し
て
作
り
上
げ
た
。
こ
の
中
で

安
全
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
エ

ル
ダ
ー
組
合
員
の
方
に
そ
の
場
ま
で
案

内
し
て
も
ら
い
実
態
を
把
握
し
て
幹
総

な
ど
に
も
問
題
提
起
し
て
き
た
。

・
昨
年
は
支
部
と
し
て
エ
ル
ダ
ー
交
流

会
を
開
催
。
今
年
も
取
り
組
み
た
い
。
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５
月
26
日
（
日
）
13
時
よ
り
、
仙
台
市
花
京
院
ス
ク
エ
ア
15
階
会
議
室
に
お
い
て
、

昨
年
に
引
き
続
き
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
交
流
会
が
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
五
十
嵐
書
記
長
は
日
頃
大
変
厳
し
い
労
働
条
件
の
中
で
働
い

て
い
る
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
に
対
し
て
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
ま
た
、
今
後
の
地
本
の
取
り

組
み
の
中
で
問
題
の
解
決
を
し
て
い
き
た
い
と
挨
拶
。
次
に
東
日
本
本
部
武
田
組
織

部
長
か
ら
『
東
日
本
の
組
織
の
現
状
と
課
題
』
と
題
し
た
提
起
が
あ
り
、
千
葉
組
織

部
長
か
ら
地
方
本
部
で
の
取
り
組
み
経
過
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
エ
ル
ダ
ー
組

合
員
か
ら
の
意
見
交
換
・
各
支
部
報
告
が
行
わ
れ
、
集
約
で
五
十
嵐
書
記
長
は
、

「
本
日
出
さ
れ
た
意
見
や
こ
れ
ま
で
上
が
っ
て
い
る
要
求
に
つ
い
て
は
、
来
年
に
向

け
て
再
度
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
し
、
最
後
に
千
葉
組
織
部
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。


